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完全変態類において孵化後まで腹部付属肢がみられる
グループは、腹脚をもつ鱗翅目や膜翅目などいくつかの
グループに限られているが、胚期には多くの目において
腹部付属肢が発達する（cf.JohannsenandButt,１９４１;
Anderson,１９７２;安藤・小林，１９９６）。しかしながら、その
形成様式は各グループ間、あるいはグループ内において
も大きく異なっており、また、胸部付属肢との連続相同
性や、幼虫の腹脚との関連性についても議論は定まって
いない。このような議論には、より祖先的な完全変態類
のさらなる検討に基づいた、完全変態類の腹部付属肢の
グラウンドプランの構築が重要である。このような背景
から、私たちは、完全変態類内の最ベーサルクレードに
位置づけられるラクダムシ亜目のラクダムシInocellia
japonicaOkamotoを材料に、発生学的研究を行った。

ラクダムシ胚では、体節形成完了後、胸部付属肢が伸
長を始める時期に、第１–１１腹節に付属肢が形成される。
第１腹節においては、側脚が分化し、亜基節と基節に分
節する。端肢節は陥入し、腺構造として機能する。一
方、第２–９腹節では、亜基節の隆起と基節の隆起が発達
し、分節が明瞭に観察されるが、端肢節の発達はみられ
ない。第１０腹節の付属肢は最も発達の程度が悪く、特別

な隆起としては観察されない。第１１腹節にも、分節は起
こらないものの付属肢が隆起するが、これはしばしば他
の昆虫でみられる尾毛に対応する構造である。これらの
付属肢の隆起はいずれも胚反転後には平化し、体壁を覆
う節片となる。
ラクダムシ胚腹部において、左右１対の付属肢の亜基

節・基節に由来する２つの隆起が観察されたことから、
これまでに報告されている脈翅目広翅亜目昆虫の胚腹面
に形成される複数対の隆起も（Miyakawa,１９７９;Andoet
al.,１９８５）、付属肢に由来する同一の構造である可能性が
示唆された。完全変態類の各群についても、こうした観
点からの詳細な発生学的再検討を行う必要がある。
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